
　
通
説
に
よ
れ
ば
、「
天
皇
機
関
説
」
攻
撃
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
１
９
３
５
年

（
昭
和
10
）
２
月
18
日
の
貴
族
院
に
お
け
る
菊
池
武
夫
の
質
問
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

間
違
い
で
は
な
い
の
だ
が
、
実
は
そ
の
前
年
の
昭
和
９
年
２
月
７
日
に
も
、
菊
池
は

美
濃
部
の
「『
憲
法
提
要
』
と
申
し
ま
す
か
、
そ
の
他
」
の
著
作
に
見
ら
れ
る
「
天
皇

機
関
説
」
を
「
我
国
国
体
に
反
す
る
が
如
き
」
と
非
難
し
て
い
た
。
昭
和
８
年
に
蓑
田

が
『
学
術
維
新
原
理
』
で
「
美
濃
部
博
士
『
憲
法
提
要
』
の
方
法
論
的
『
俗
論
』
と

詭
弁
詐
術
的
国
躰
変
革
思
想
」
で
「
天
皇
機
関
説
」
批
判
を
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
時
の
矛
先
は
雑
誌
『
現
代
』
に
掲
載
さ
れ
た
商
工

大
臣
・
中
島
久
萬
吉
の
論
考
「
足
利
尊
氏
」
に
向
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
直
接
的
な

質
疑
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　
議
会
（
国
会
）
の
場
で
最
初
に
「
天
皇
機
関
説
」
が
槍
玉
に
あ
が
っ
た
の
は
、
菊
池

質
問
の
前
日
、
昭
和
10
年
２
月
７
日
、
江
藤
源
九
郎
が
美
濃
部
の
『
逐
条
憲
法
精
義
』

発
禁
を
内
務
省
に
要
求
し
、「
国
躰
紊
乱
思
想
」
の
野
放
し
を
糾
す
質
疑
を
行
っ
た
。

貴
族
院
本
会
議
で
は
な
く
、
衆
議
院
予
算
委
員
（
会
）
第
二
分
科
（
会
）
だ
っ
た
。

答
弁
に
立
っ
た
文
部
大
臣
・
後
藤
文
夫
は「
今
御
指
摘
な
さ
つ
た
こ
と
で
私
は
初
め
て

承
知
致
し
た
よ
う
な
訳
」
で
あ
る
か
ら
「
何
と
も
私
判
断
を
し
て
御
答
は
致
し
兼
ね

る
」
と
身
を
躱
し
た
。
翌
２
月
８
日
、『
都
新
聞
』
に
「
発
売
禁
止
論
問
題
視
せ
ず
」

と
の
「
内
務
省
当
局
の
見
解
」
が
載
っ
た
が
、
９
日
の
内
務
省
答
弁
は
「
未
決
定
」

だ
っ
た
。
た
だ
し
前
日
の
新
聞
報
道
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
於
い
て
声
を
上
げ
た
の
が
、
我
ら
が
蓑
田
胸
喜
で
あ
る
。
蓑
田
は
11
日
の

『
日
本
新
聞
』
で
、
こ
の
期
に
及
ん
で
発
売
を
禁
止
で
き
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
糾
弾

の
対
象
は
内
務
大
臣
・
後
藤
文
夫
に
な
る
だ
ろ
う
と
不
気
味
に
予
言
し
て
み
せ
た
。

さ
ら
に
16
日
、「
再
び
内
務
当
局
に
警
告
す
」
の
稿
を
寄
せ
、
内
務
省
刑
保
局
長
と

図
書
課
長
か
ら
美
濃
部
の
憲
法
論
は
帝
国
憲
法
の
原
理
に
反
す
る
証
言
を
得
た
と

発
表
し
た
（『
日
本
新
聞
』）。

　
貴
族
院
で
の
菊
池
の
発
言
（
２
月
18
日
）
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
経
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

　
蓑
田
胸
喜
と
師
匠
格
の
三
井
甲
之
は
、『
日
本
新
聞
』
紙
上
で
反
美
濃
部
・
天
皇

機
関
説
の
論
陣
を
張
っ
た
。

　
２
月
22
日
、
蓑
田
は
「
重
大
問
題
」
は
総
理
大
臣
・
岡
田
啓
介
の
答
弁
だ
。
ロ
ン

ド
ン
条
約
締
結
当
時
の
態
度
そ
の
ま
ま
の
、「
不
臣
不
忠
の
詐
術
悖
逆
言
辞
」
で
あ
る

と
相
変
わ
ら
ず
の
調
子
で
罵
倒
し
た
。

　
翌
23
日
、
三
井
は
岡
田
首
相
の
「
用
語
に
穏
当
な
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
国
体

観
念
に
於
て
は
違
っ
て
お
ら
ず
」し
た
が
っ
て「
全
体
を
通
読
し
ま
す
と
国
体
の
観
念

に
於
て
誤
り
な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
」
の
答
弁
に
狙
い
を
定
め
た
。「
用
語
に
穏
当

な
ら
ざ
る
と
こ
ろ
」
が
問
題
の
本
質
な
の
だ
。
不
穏
当
な
る
「
機
関
」
の
用
語
こ
そ

が
、
美
濃
部
の
一
貫
し
た
精
神
性
を
表
し
て
い
る
。
用
語
は
不
穏
当
で
も
全
体
は

間
違
っ
て
い
な
い
な
ど
は
妄
言
の
極
み
、
未
曾
有
の
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。
こ
の
岡
田
の

如
く
明
白
に
美
濃
部
の
憲
法
論
を
肯
定
し
た
例
は
、
歴
代
首
相
中
絶
無
だ
と
こ
き

下
ろ
し
、前
海
軍
大
臣
の
岡
田
首
相
は
ロ
ン
ド
ン
条
約
批
准
の
悪
因「
統
帥
権
干
犯
の

札
付
き
美
濃
部
の
凶
学
思
想
の
支
持
弁
護
者
」
で
あ
る
と
罵
っ
た
。

　
美
濃
部
達
吉
の
「
一
身
上
の
弁
明
」（
２
月
25
日
）
は
、
こ
の
流
れ
の
中
で
行
わ
れ

た
の
だ
。
蓑
田
の
著
作
を
導
火
線
に
、
議
会
の
質
疑
で
小
爆
発
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

蓑
田
や
三
井
が
火
薬
を
つ
ぎ
足
し
、
蓑
田
ら
の
狙
い
ど
お
り
美
濃
部
の
「
弁
明
」
で

大
爆
発
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　
い
や
、蓑
田
や
三
井
の
先
の
攻
撃
的
文
章
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、昭
和
５
年
の
ロ
ン

ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
か
ら
導
火
線
は
引
か
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
会
議
で
海
外
列
強

国
と
妥
協
し
た
政
府
は
、
海
軍
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
条
約
を
締
結
し
、
枢
密
院
の

反
対
も
抑
え
込
ん
で
批
准
さ
せ
た
。美
濃
部
が
余
計
な
入
れ
知
恵
し
た
か
ら
だ
。条
約

の
批
准
は
枢
密
院
の
権
限
だ
が
、
そ
の
枢
密
院
の
定
員
を
決
め
る
の
は
政
府
だ
な
ど

と
。「
天
皇
機
関
説
」
は
「
統
帥
権
干
犯
問
題
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
り
、「
機
関
」

は
「
干
犯
」
と
同
義
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
蓑
田
ら
は
「
天
皇
を
機
関
車
呼
ば
わ
り
す
る
と
は
何
ご
と
か
」
と
無
闇
に
が
な
り

た
て
て
い
た
の
で
は
な
い
。
法
律
用
語
と
し
て
の
定
義
が
何
で
あ
れ
、
美
濃
部
が

「
機
関
」
と
い
う
語
を
用
い
る
精
神
性
が
許
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

「
歪
ん
だ
」精
神
だ
か
ら
こ
そ
、「
天
皇
は
親
に
責
に
任
じ
給
ふ
も
の
で
な
い
か
ら
国
務

大
臣
の
進
言
に
基
か
ず
し
て
単
独
に
大
権
を
行
は
せ
ら
る
ヽ
こ
と
は
憲
法
上
不
可
能

で
あ
る
」（『
逐
条
憲
法
精
義
』）
と
「
統
帥
権
干
犯
」
を
容
認
し
て
し
ま
う
の
だ
。

「
統
帥
」
は
不
可
侵
の
「
大
権
」
で
あ
っ
て
、「
責
任
」
な
ど
と
い
う
も
の
と
相
互
依
存

関
係
に
置
か
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
か
り
に
統
帥
権
が
責
任
を
伴
う
も
の
で

あ
る
な
ら
、
そ
の
責
任
は
皇
祖
皇
宗
の
神
霊
に
対
す
る
も
の
で
、
議
会
や
臣
民
へ
の

責
に
任
じ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
蓑
田
や
三
井
ら
美
濃
部
の
敵
対
者
に
と
っ
て
は
、

そ
れ
が
「
公
理
」
な
の
で
あ
る
。
美
濃
部
の
学
説
（
憲
法
解
釈
）
に
お
い
て
「
統
帥
権

干
犯
問
題
」と「
天
皇
機
関
説
」と
が
ぴ
っ
た
り
重
な
っ
て
い
た
以
上
、た
か
が
美
濃
部

の
一
身
上
の（
個
人
的
な
）弁
明
ご
と
き
で
済
ま
せ
て
し
ま
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
は
、学
者
の
矜
持
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、こ
の
日
の
美
濃
部
の
口
調

は
尊
大
で
、
無
知
蒙
昧
な
輩
に
憲
法
論
の
初
歩
を
教
え
て
や
ろ
う
的
な
上
か
ら
目
線

の
「
弁
明
」
が
「
天
皇
機
関
説
事
件
」
の
火
に
油
を
注
ぐ
結
果
と
な
っ
て
、
議
会
の

内
外
で
一
層
激
し
い
「
天
皇
機
関
説
」
排
撃
論
が
吹
き
荒
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え

ば
、
本
稿
の
最
初
に
登
場
し
た
衆
議
院
の
江
藤
源
九
郎
は
、
２
月
28
日
に
東
京
地
方

裁
判
所
に
美
濃
部
を
「
不
敬
罪
」
で
告
発
し
て
い
る
。

　
こ
の
江
藤
と
い
う
代
議
士
は
、
維
新
十
傑
の
一
人
・
江
藤
新
平
の
甥
で
、
生
ま
れ
は

東
京
だ
が
奈
良
で
育
ち
軍
人
と
な
っ
た
。陸
軍
少
将
で
予
備
役
に
入
り
、昭
和
７
年
に

衆
議
院
議
員
と
な
っ
た
。
国
会
に
お
け
る
「
天
皇
機
関
説
」
へ
の
攻
撃
は
、
奈
良
県

選
出
の
代
議
士
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
回
は
江
藤
の
告
発
状
の
成
り
行
き
を
中
心
に
、
悪
口
に
満
ち
た
さ
ま
ざ
ま
な

天
皇
機
関
説
撲
滅
論
を
見
て
い
こ
う
。
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〈serial 7〉
人に「嫌われる」方法 ─ 蓑田胸喜に学ぶ。
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